
 

 

○流山市路上喫煙の防止及びまちをきれいにする条例施行規則  

平成１４年９月３０日  

規則第３６号  

改正 平成１８年３月３１日規則第１５号  

平成２２年５月１９日規則第３９号  

平成２８年３月３１日規則第２８号 

        平成３０年２月９日規則第６号  

 

（趣旨） 

第１条 この規則は、流山市路上喫煙の防止及びまちをきれいにする条

例（平成１４年流山市条例第２１号。以下「条例」という。）の施行

に関し必要な事項を定めるものとする。  

（重点区域の指定） 

第２条 市長は、条例第９条第１項に規定する路上喫煙防止重点区域の

指定をしたときは、当該区域内に路上喫煙防止重点区域であることを

示す標識を設置するものとする。  

２  条例第９条第３項の規定により告示する事項は、次に掲げる事項と

する。 

（１）路上喫煙防止重点区域の名称及び区域  

（２）指定年月日  

３  前項の規定は、路上喫煙防止重点区域の変更又はその指定の解除に

ついて準用する。  

（勧告） 

第３条 条例第１０条の規定による勧告は、勧告書（別記第１号様式）

により行うものとする。ただし、公益上、緊急に勧告をする必要があ

る場合は、口頭により行うことができる。  

（過料） 

第４条 条例第１２条に規定する過料の処分を科そうとするときは、そ

の相手方に対し、告知・弁明書（別記第２号様式その１）により、あ

らかじめその旨を告知するとともに、弁明の機会を付与するものとす

る。 

２  前項の規定による弁明は、告知・弁明書（別記第２号様式その２）

により、行うものとする。  



 

 

３ 条例第１２条に規定する過料の処分は、過料処分通知書（別記第３

号様式）により行うものとする。  

４  条例第１２条の規定により科する過料の額は、２，０００円とする。  

（身分証明書）  

第５条 条例第１０条に規定する指導及び勧告並びに条例第１２条の規

定による過料の処分（以下「過料処分等」という。）に係る事務に従

事する職員は、常に身分証明書（別記第４号様式）を携帯し、過料処

分等を受ける者の請求があるときは、これを提示しなければならない。 

（委任） 

第６条 この規則に定めるもののほか、必要な事項は、市長が別に定め

る。 

附  則  

この規則は、平成１４年１０月１日から施行する。  

附  則（平成１８年３月３１日規則第１５号）  

この規則は、平成１８年４月１日から施行する。ただし、第３条の改

正規定、第３条の次に３条を加える改正規定（第４条及び第５条を加え

る部分に限る。）及び附則の次に４様式を加える改正規定は、同年１０

月１日から施行する。  

附  則（平成２２年５月１９日規則第３９号）  

この規則は、平成２２年７月１日から施行する。  

附  則（平成２８年３月３１日規則第２８号） 

この規則は、平成２８年４月１日から施行する。  

附  則（平成３０年２月９日規則第６号）  

この規則は、平成３０年４月１日から施行する。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

別記  

第１号様式（第３条関係）  

 

勧    告     書  

 

 

         様  

 

 

  今、あなたが行っている行為又は行った行為は、流山市路上喫煙の

防止及びまちをきれいにする条例第８条第１項・第２項・第３項の規

定に違反します。  

  直ちにその行為をやめることを勧告します。  

 

 

 

年  月   日  

 

 

流山市長       印    



 

 

第２号様式（その１）（第４条関係）  

第   号  

年 月  日  

告 知  ・  弁  明  書  

住 所   

氏 名   生年月日  年 月  日  

連絡先  自宅・勤務先 電話・携帯電話  

違反に関する事実  

流山市路上喫煙の防止及びまちをきれいにする条例（以下「条例」と

いう。）第８条の規定に違反し、あなたには、次のとおり路上喫煙防止

重点区域内における（□路上喫煙 □たばこの吸い殻のポイ捨て）、市

内における（□空き缶等のポイ捨て  □飼い犬のふんの放置）が認めら

れました。  

この行為は、条例第１２条第   項の規定により   円の過料処分

の対象となりますので、流山市行政手続条例第２７条の規定により弁明

の機会を付与します。  

         流山市長        

 

違反の内容  

□ 路上喫煙禁止行為（条例第８条第１項第１号）  

□ ポイ捨て禁止行為（条例第８条第２項）  

（□たばこの吸い殻 □空き缶等）のポイ捨て  

□ 飼い犬のふんの放置禁止行為（条例第８条第３項）  

違反の日時  

及び場所  

日時  年 月  日（ 曜日）   時   分頃  

場所   

 

弁 明  

無  □上記のとおり認めます。弁明することはありません。  

有  

□下記のとおり弁明します。  

上記事実には、□覚えがない。  

□誤りがある。  

内容  

署名  

 （市保管用）  



 

 

第２号様式（その２）（第４条関係）  

第   号  

年 月  日  

告 知  ・  弁  明  書  

住 所   

氏 名   生年月日  年 月  日  

連絡先  自宅・勤務先 電話・携帯電話  

違反に関する事実  

流山市路上喫煙の防止及びまちをきれいにする条例（以下「条例」と

いう。）第８条の規定に違反し、あなたには、次のとおり路上喫煙防止

重点区域内における（□路上喫煙  □たばこの吸い殻のポイ捨て）、市

内における（□空き缶等のポイ捨て  □飼い犬のふんの放置）が認めら

れました。  

この行為は、条例第１２条第   項の規定により   円の過料処分

の対象となりますので、流山市行政手続条例第２７条の規定により弁明

の機会を付与します。  

               流山市長      印  

 

違反の内容  

□ 路上喫煙禁止行為（条例第８条第１項第１号）  

□ ポイ捨て禁止行為（条例第８条第２項）  

（□たばこの吸い殻 □空き缶等）のポイ捨て  

□ 飼い犬のふんの放置禁止行為（条例第８条第３項）  

違反の日時  

及び場所  

日時  年 月  日（ 曜日）   時   分頃  

場所   

 

弁 明  

無  □上記のとおり認めます。弁明することはありません。  

有  

□下記のとおり弁明します。  

上記事実には、□覚えがない。  

□誤りがある。  

内容  

署名  

    （本人用）   



 

 

 

第３号様式（第４条関係）  

第   号  

年 月  日  

過  料  処  分  通  知  書  

住 所   

氏 名   生年月日  年 月  日  

連絡先  自宅・勤務先 電話・携帯電話  

 

 

流山市長     印  

   

あなたは、次のとおり流山市路上喫煙の防止及びまちをきれいにする

条例第８条に規定する禁止行為を（□  しました。 □  し、同条例第

１０条の勧告に従いませんでした。）  

よって、流山市路上喫煙の防止及びまちをきれいにする条例第１２条

（□ 第１項 □  第２項 □  第３項 □  第４項）の規定により金       

２，０００円の過料に処します。  

違反に関する事実  

違反の内容  

□ 路上喫煙禁止行為  

□ ポイ捨て禁止行為  

（□たばこの吸い殻 □空き缶等）のポイ捨て  

□ 飼い犬のふんの放置禁止行為  

違反の日時  

及び場所  

日時  年 月  日（ 曜日）  時   分頃  

場所   

別途納入通知書又はこの場で現金により、お支払いください。  

 

 

 

 

 

備考  行政不服審査法及び行政事件訴訟法に基づく教示の分の標準を定める規則

（平成１７年流山市規則第１４号）別記第１に準じた教示の文を付すこと。  



 

 

第４号様式（第５条関係）  

（表）  

 

第  号  

身 分  証  明  書  

 

 

所  属  

氏  名  

有効期間   年  月  日から  年  月  日まで  

 上記の者は、流山市路上喫煙の防止及びまちをきれいにする条例第１

０条に規定する指導及び勧告並びに第１２条に規定する過料の処分に従

事する職員であることを証する。  

   年   月   日発行  

流山市長        ㊞  

 

 

 

 

写 真  



 

 

 

（裏）  

 

 

流山市路上喫煙の防止及びまちをきれいにする条例（抜粋）  

 

（路上喫煙、ポイ捨て及び飼い犬のふんの放置の禁止）  

第８条 何人も、次に掲げる路上喫煙をしてはならない。  

（１）次条第１項の路上喫煙防止重点区域内における路上喫煙  

（２）次条第１項の路上喫煙防止重点区域外における歩行中又は自転車等の

走行中の路上喫煙  

（３）前号に掲げるもののほか、次条第１項の路上喫煙防止重点区域外にお

ける携帯用の灰皿等を使用しない路上喫煙  

２ 何人も、ポイ捨てをしてはならない。  

３ 犬の飼い主は、公共の場所等に飼い犬のふんを放置してはならない。  

（指導及び勧告）  

第１０条 市長は、第８条の規定に違反した者に対し、是正に必要な指導又

は勧告をすることができる。ただし、重点区域内において、同条第１項第

１号の規定に違反して路上喫煙をし、又は同条第２項の規定に違反してた

ばこの吸い殻のポイ捨てをした者を除く。  

（委任）  

第１１条 この条例の施行に関し必要な事項は、規則で定める。  

（過料）  

第１２条 重点区域内において、第８条第１項第１号の規定に違反して路上

喫煙をした者は、２０，０００円以下の過料に処する。  

２ 重点区域内において、第８条第２項の規定に違反してたばこの吸い殻の

ポイ捨てをした者は、２０，０００円以下の過料に処する。  

３ 前項に定めるもののほか、市内全域において、第８条第２項の規定に違

反してポイ捨てをした者で、第１０条に規定する勧告に従わなかったもの

は、２０，０００円以下の過料に処する。  

４ 市内全域において、第８条第３項の規定に違反して公共の場所等に飼い

犬のふんの放置をした者で、第１０条に規定する勧告に従わなかったもの

は、２０，０００円以下の過料に処する。  

 


